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千葉大学憲章

私たち役員と教職員は、千葉大学憲章の理念のもと、高等教育・研究に携わる
者として社会的責務を自覚し、法令遵守はもとより、公正、誠実、真実および良心
を尊重し、高い倫理性と社会的良識に則って行動します。

１. 私たちは、学生を「つねに、より高きものをめざす」知的共同体の構成員とし
て尊重し、理解し、また学問の自由の精神に基づいて、学生と啓発し合い、互
いに能力を十分に発揮し、各自が自由闊達に意見を述べられるキャンパス環境
を醸成します。

２. 私たちは、千葉大学憲章の理念に基づいて大学を経営するために、絶えず変化
する時代に対応して、目標・戦略を適宜かつ適切に策定し、また計画を実行し
ます。

３. 私たちは、学ぶ喜びをもって人格の陶冶と専門分野での探究に励む学生に、安
全かつ快適な学習環境･施設を提供し、またそれを積極的に整備、改善して、学
生の成長支援と健康維持に努めます。

４. 私たちは、教育・研究、地域社会への貢献を円滑におこなうために、安全かつ
快適な職場環境の整備に努め、自身の成長と健康維持に努めます。

５. 私たちは、地域社会との交流を深め、地域文化の形成に寄与します。また、世
界の諸地域との交流に努め、教育・研究面での貢献と成果の発信を通じて、国
際的相互理解を深めます。

６. 私たちは、環境との調和および資源の有効利用を図るとともに、大学および地
域の自然環境の維持・保護・再生に積極的に参加します。

７. 私たちは、学生とその関係者、地域・国際社会、関係機関などに対して、大学
の諸活動を積極的に公表するとともに、その公表結果の第三者評価と自己評価
の結果を、教育・研究と社会貢献の推進に役立てます。

８. 私たちは、業務上知り得た機密情報や学生個人情報の適切な管理と保護に努め
ます。また、大学が所有する知的財産の重要性・有用性を理解し、その保護に
努めるとともに、第三者の知的財産権を尊重します。

●千葉大学の理念

つねに、より高きものをめざして
　千葉大学は、世界を先導する創造的な教育・研究活動を通しての社会貢献を使命
とし、生命のいっそうの輝きをめざす未来志向型大学として、たゆみない挑戦を続
けます。

● 千葉大学の目標

　私たち役員と教職員は、上記の理念のもと、自由・自立の精神を堅持して、地球
規模的な視点から常に社会とかかわりあいを持ち、普遍的な教養（真善美）、専門
的な知識・技術・技能および高い問題解決能力をそなえた人材の育成、ならびに現
代的課題に応える創造的、独創的研究の展開によって、人類の平和と福祉ならびに
自然との共生に貢献します。　

１. 私たちは、学生が個々の能力を発揮して「学ぶ喜び」を見いだし、鋭い知性と
豊かな 人間性を育んでいく自律成長を支援するために、最高の教育プログラム
と環境を提供します。千葉大学は、学生と私たちがともに学ぶ喜びを生きがい
と感じ、ともに成長していく知的共同体です。

２. 私たちは、学生とともに、社会で生じるさまざまな問題の本質を、事実を踏ま
えて深く考察し、公正かつ誠実な問題解決に資する成果を速やかに提供して、
社会と文化ならびに科学と技術の発展に貢献します。

３. 私たちは、総合大学としての多様性と学際性を生かし、国内外の地域社会・民間・
行政・教育研究諸機関と連携して、領域横断的研究と社会貢献を積極的に推進
します。

４. 私たちは、各人の個性・能力・意欲および自主性が継続的に最大限発揮され、
意欲ある人材が積極的に登用される仕組みと環境を構築し、時代の変化に応じ
て柔軟に大学を経営します。

国立大学法人 千 葉 大 学




